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はははは    じじじじ    めめめめ    にににに 

 

 農業を取り巻く情勢は、一段と厳しさを増しており、農業経営はまさに危機的な状況

となっています。 

  そのため、地域農業の担い手の育成･確保はもとより、水田農業の構造改革や雇用型園

芸農業の推進、選ばれる商品づくり支援など、農家経営の安定に向けた取り組みを強力

に推し進めることが急務となっています。 

 また、消費者の「食の安全・安心」に対する意識は極めて高まっており、農薬の適正

使用の徹底や減農薬・減化学肥料栽培の推進などの取り組みが強く求められています。 

 これらを踏まえて、当普及指導センターは、農家が希望を持って意欲的に農業に取り

組めるよう、以下の５項目を活動の主な柱として、関係機関等と連携しながら課題の解

決に取り組んでいます。 

 

 （１）経営力の高い農業者の育成 

  （２）水田農業の構造改革   

（３）園芸産地の体力強化 

  （４）安全・安心な農産物づくり及び環境にやさしい農業の育成 

  （５）都市と農村が共生する地域づくり 

 

 この冊子は、当普及指導センターの取り組みを、農家や関係機関等の方々に広く理解

して頂くため、平成２３年度の主な活動成果について取りまとめたものであり、地域農

業の振興と農家の方々の経営改善の一助になれば幸いに存じます。 

 

 

  平成２４年３月 

 

                    福岡農林事務所福岡普及指導センター長  若菜幹彦 
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（１）地産地消と担い手育成で切り拓く！筑紫地区の農業（１）地産地消と担い手育成で切り拓く！筑紫地区の農業（１）地産地消と担い手育成で切り拓く！筑紫地区の農業（１）地産地消と担い手育成で切り拓く！筑紫地区の農業    
～～～～都市近郊型農業振興の取り組み都市近郊型農業振興の取り組み都市近郊型農業振興の取り組み都市近郊型農業振興の取り組み～～～～    

    
【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

○農産物直売所「ゆめ畑」：出荷者数５４６人 (2店) 

○水田農業の担い手 法人：２ 機械利用組合：８、個別認定農業者：３４戸 

【課題化の背【課題化の背【課題化の背【課題化の背景】景】景】景】    
  筑紫地区は都市近郊型農業地帯にあって、高齢化の進展や担い手の減少が続く中、

地産地消による園芸振興や水田農業の担い手育成を強力に推し進めることが急務と

なっています。 
そこで、直売所を核とした園芸振興や法人設立などに取り組みました。 

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】    

（１）直売所を核とした園芸振興 

  ○出荷者増に向けた栽培講習会や安全･安心農産物づくり研修会の実施 
○生産履歴記帳促進やﾁｪｯｸ体制づくりの支援 ○消費者交流等の活動支援 

（２）園芸作物の生産拡大 

  ○雇用を活用した共選共販体制づくり支援  ○ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ等の技術・経営指導 
○ﾊﾟｯｹｰｼﾞｾﾝﾀｰ導入先進地の調査 

（３）水田農業の担い手育成 

  ○認定農業者の経営改善、機械利用組合や法人設立を支援 ○ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ運営支援 
【活動【活動【活動【活動のののの成果】成果】成果】成果】    

（１）直売所を核とした園芸振興 

  ○出荷者数は、平成２０年と比べ７８０人と４割増加しました。 
売上高は、平成２０年と比べ約１１億円と５割増加しました。 

  ○生産履歴の提出割合は１００％、全店(4店)で生産履歴ﾁｪｯｸ体制を確立 

（２）園芸作物の生産拡大 
 ○新たに、４戸（３.７ｈａ）がｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ、ﾌﾞﾛｯｺﾘｰの栽培を開始しました。  

※栽培面積：ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽは、平成２１年と比べ１２９ａと２.４倍となりました。 
ﾌﾞﾛｯｺﾘｰは、平成２１年と比べ２０ｈａと２割増加しました。 

（３）水田農業の担い手育成 

  ○経営改善方針策定農家数は、平成２１年と比べ１６戸と１０戸増加しました。  
○新たに、新規機械利用組合が１、新規設立法人が２設立されました。 

  ○ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ組織作業受託面積は、新たに５７.８ｈａ増加しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      （取組期間：平成 21年度～23年度） 
 

（ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ新規栽培者ﾊｳｽ） 



（２）女性農業者の一層の社会参画を目指して！（２）女性農業者の一層の社会参画を目指して！（２）女性農業者の一層の社会参画を目指して！（２）女性農業者の一層の社会参画を目指して！    

～～～～リーダー育成と女性起業の経営確立に向けた取り組みリーダー育成と女性起業の経営確立に向けた取り組みリーダー育成と女性起業の経営確立に向けた取り組みリーダー育成と女性起業の経営確立に向けた取り組み～～～～    

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

  〇女性農村アドバイザー及びＯＢ ５５人、福岡地区女性農業者グル－プ １３０人 

  〇女性起業経営体 ３３経営体 ほか 

    

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

   女性農業者は農業の重要な担い手であるにもかかわらず、いまだ、地域の方針決

定の場や農業経営への参画が十分ではありません。そこで、女性の一層の社会参画

促進に向け、リーダー育成や女性起業の経営確立に向けた取り組みを進めました。 

    

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】    

（１）女性リーダーの育成 

  ○各種審議会や農業委員等への参画促進に向け、関係機関・団体へ働きかけ 

  ○社会参画促進に向けたテーマ別活動成果発表会を開催 

○経営力強化に向けた営農技術・簿記講座を開催 

  ○異業種交流会の開催 

（２）女性起業の経営確立 

  ○女性起業研修会を開催（３年間で１０回） 

  （例）三瀬村の農家民宿「具座」との意見交換や 

      筑前町女性加工ｸﾞﾙｰﾌﾟの商品開発状況調査 

○女性起業家と消費者の交流会を実施 

〇女性起業家の個別経営分析・診断を実施 

    

                                                                                （「具座」で石釜活用を学ぶ） 

【活動【活動【活動【活動のののの成果】成果】成果】成果】 

（１） 関係機関・団体への働きかけにより、新たに、糸島市と大野城市の農業委員へ

各１名、糸島市の地域耕作放棄地対策協議会へ１１名、筑紫野市の地産地消学

校給食推進協議会へ２名の女性が参画しました。 

（２）新たに、２名と１組織の女性農業者が農産加工に取り組みました。 

（例）地元産牛乳を使い生キャラメルなど新たな商品を開発、今後の販売に向け検討開始 

    

                      （取組期間：平成 21年度～23年度） 

 

 



（３）雇用労働力の導入による産地の維持・拡大を目指して！（３）雇用労働力の導入による産地の維持・拡大を目指して！（３）雇用労働力の導入による産地の維持・拡大を目指して！（３）雇用労働力の導入による産地の維持・拡大を目指して！    

～～～～雇用型農業経営体の育成に向けた取り組み雇用型農業経営体の育成に向けた取り組み雇用型農業経営体の育成に向けた取り組み雇用型農業経営体の育成に向けた取り組み～～～～    

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

○認定農業者、農業人材確保支援事業受託者（６２経営体） 

  ○ＪＡ糸島いちご部会 １２５戸 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

高齢化による労働力不足や価格低迷などにより、産地規模の縮小が続く中、雇用労



（４）永続性のある担い手を目指して！（４）永続性のある担い手を目指して！（４）永続性のある担い手を目指して！（４）永続性のある担い手を目指して！    

～水田農業担い手の経営力強化に向けた取り組み～水田農業担い手の経営力強化に向けた取り組み～水田農業担い手の経営力強化に向けた取り組み～水田農業担い手の経営力強化に向けた取り組み～～～～    

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

        〇個別大規模農業者（経営規模 10ha以上）  ５３戸 

○集落型農業法人             １１法人 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

  水田農業が今後とも維持・発展していくためには、担い手の育成・確保や経営力

強化が喫緊の課題となっています。そこで、個別大規模農業者等担い手の現状・課

題を踏まえた今後の育成方針策定や経営基盤強化に向けた取り組みを進めました。 

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】    

（１）担い手の育成方針策定 

○個別大規模農業者に対する個別面談調査、分析 

〇分析結果をもとに、関係機関を交えた評価会を実施 

（２）担い手の経営基盤強化 

  〇農業経営アドバイザーの派遣や担い手とのマッチング会、法人化研修会を開催 

〇法人の運営改善指導を実施 

〇法人化を目指す組織を対象に、運営・経理指導や先進地調査を実施 

【活動【活動【活動【活動のののの成果】成果】成果】成果】    

（１）担い手の育成方針策定 

  ○評価会の実施により課題の共有化が図られ、今後、関係機関と連携し、担い手

の育成方針策定を進めます。 

（２）担い手の経営基盤強化 

○２戸が農業経営アドバイザーを招聘し、今後の経営方針を協議しました。 

〇２経営体が交付金を活用し、経営基盤強化に取り組むこととなりました。 

〇糸島稲作経営研究会などの組織が、先進的経営体や税理士による講演・意見交

換会を各２回行うなど、経営力強化に向けた意識の改善が着実に進みました。 

  〇筑紫野市で１法人が設立。１組織が平成２４年 7 月の法人設立に向け、鋭意検

討を重ねています。 

 

       
（法人化研修会）         （アドバイザーとのマッチング会） 

（取組期間：平成２３年度～２５年度） 



（５）軟弱野菜の生産力向上を目指して！（５）軟弱野菜の生産力向上を目指して！（５）軟弱野菜の生産力向上を目指して！（５）軟弱野菜の生産力向上を目指して！    

～～～～夏季安定生産に向けた取り組み夏季安定生産に向けた取り組み夏季安定生産に向けた取り組み夏季安定生産に向けた取り組み～～～～    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

〇ＪＡ福岡市春菊部会、軟弱部会、ネギ部会 ６０戸 

〇ＪＡ福岡市東部 箱崎園芸部会        ８戸 

〇ＪＡ糸島 ネギ部会             ９戸 

〇ＪＡ筑紫 軟弱部会               ５戸  計 82 戸 33ha 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

  軟弱野菜の生産においては、夏場の高温や連作等による収量減が課題となってい

る中、特に夏季の安定生産が急務となっています。 

そこで、土壌病害回避や肥培管理技術の改善、夏季に強い新品種導入に向けた取

り組みを進めました。 

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】    

（１）土壌病害回避 

  ○「米ぬか還元消毒」の実践効果を検証 

  ○検証結果を基に栽培技術講習会を実施 

  ○個別巡回指導や現地検討会を実施 

（２）肥培管理技術の改善 

  ○土壌分析・診断の実施 

   ・全戸の土壌分析・診断を行い、戸別に施肥

処方箋を提示 

  ○現地検討会の開催 

   ・定期的にほ場を巡回し、問題点を指摘、改善案を提示 

  ○管理技術向上研修会の開催 

（３）新品種導入 

  ○新品種展示ほの設置、調査、検証 

  ○ＪＡや生産者を交えた検証結果評価会を実施 

【活動【活動【活動【活動のののの成果】成果】成果】成果】    

（１）土壌病害回避 

○「米ぬか還元消毒」の導入により、夏 

季収量が従来と比べ２割増加しました。 

（２）肥培管理技術の改善 

  ○処方箋の実践により、ほ場に適した効 

果的な施肥が可能となりました。 

（３）新品種導入 

  ○新品種導入により、夏季収量が従来 

と比べ２割増加し、今後、次作の普及を進めます。 

（取組期間：平成 22年度～24年度） 

（米ぬか還元消 

毒時の環境条 

件計測） 

（土壌分析診断講習会） 



（６）収益性の高いバラ経営を目指して！（６）収益性の高いバラ経営を目指して！（６）収益性の高いバラ経営を目指して！（６）収益性の高いバラ経営を目指して！    

～～～～新技術定着と周年安定生産に向けた取り組み新技術定着と周年安定生産に向けた取り組み新技術定着と周年安定生産に向けた取り組み新技術定着と周年安定生産に向けた取り組み～～～～    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

 〇ＪＡ福岡市北崎バラ部会 ６戸 270a 

 〇ＪＡ福岡市元岡バラ部会 ４戸 180a   合計 22 戸 827a 

 〇ＪＡ糸島バラ部会    ８戸 305a   （うち、ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ導入農家  

〇ＪＡ福岡市東部     ２戸  36a         16 戸 640a） 

〇ＪＡ筑紫        ２戸  36a 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

バラ栽培では、品質向上のため夏場もヒートポンプを利用しています。さらに、

効率的活用による収量向上と収益性の高い品種への更新が課題となっています。 

そこで、夏場の収量向上に向けた新技術定着とマトリクス分析手法を活用し

た優良品種の導入･定着に向けた取り組みを進めました。 

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】    

（１）収量向上に向けた新技術定着 

  ○夏場の枝折り曲げ実証ほの設置、調査、検証 

  ○農家を交えた実証ほの現地評価会を実施 

（２）マトリクス分析手法を活用した優良品種の導入･定着 

  ○導入品種の収益性を分析、診断、評価 

  ○評価結果をもとに、収益性の高い品種への更新を提案 

 

 

 

 

 

 

 

（枝折り曲げ本数実証ほ）        （切り花本数と規格）   

【活動【活動【活動【活動のののの成果】成果】成果】成果】                                                                                                

（１）収量向上に向けた新技術定着                     

 ○枝折り曲げ数 4本仕立てが有効で、収量も従来と比べ 3割増となっ 

た実証結果をもとに、次作への技術導入を進めます。 

（２）マトリクス分析手法を活用した優良品種の導入 

 ○収益性の高い品種の導入面積割合は、平成 21年の 36％から 45％ 

と増加し、更新が着実に進みました。 

                （取組期間：平成 21年度～23年度）  
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（７）キクの安定生産に向けて！（７）キクの安定生産に向けて！（７）キクの安定生産に向けて！（７）キクの安定生産に向けて！    

～栽培管理技術の改善や新品種の生産拡大に向けた取り組み～栽培管理技術の改善や新品種の生産拡大に向けた取り組み～栽培管理技術の改善や新品種の生産拡大に向けた取り組み～栽培管理技術の改善や新品種の生産拡大に向けた取り組み～～～～    

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】（平成 23年度）                  

○糸島菊共選出荷組合  １７戸  １４ha      

○観音小菊共撰出荷組合   ５戸 ４５５a 

 ○糸ギク研究会            ６戸 １６９a 

○北崎電照菊部会      ７戸 ２０４a 

   

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

  キクにおいては、品質や生産性の低下が問題と

なる中、品質向上や新品種の定着・普及が急務と

なっています。そこで栽培管理技術の改善や新品

種の生産拡大に取り組みました。 

                                                                                                        （出荷された大輪ギク）    

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】                                                                                 

（１）栽培管理技術の改善                       

○栽培管理及び病害虫防除講習会を実施 

 栽培管理上の問題点を指摘し、改善策を提示。また、わかりやすい薬剤分類

表を作成・配布し、病害虫発生を抑制する管理技術を提案 

  ○定期的に土壌分析を行い、肥料の残存量に応じた施肥量を提示 

 ○優良農家の栽培管理を参考として、栽培暦を作成・配布 

○緑色ＬＥＤ防蛾灯を使ったオオタバコガ被害軽減実証ほの設置・調査・検証 

（２）新品種の生産拡大 

○「雪姫」の花弁の乱れ等の解決に向けた技術実証ほを設置・調査・検証（H21） 

  ○生産拡大に向け、栽培講習会や現地検討会を開催 

 

【活動【活動【活動【活動のののの成果】成果】成果】成果】                         

（１）栽培管理技術の改善 

  〇講習会等の実施により、改善策を実践する農家が着実に増えました。また、適

正施肥量の提示により、土壌の pHや ECの適正化が着実に進み、生産が安定し

ました。 

（２）新品種の生産拡大 

〇北崎地区において、「雪姫」が７０ａ作付けされ、販売金額も 1,400万円を超え

るまでになりました。    

                     

（取組期間：平成 21年度～23年度） 



（８）カンキツ産地の維持・活性化に向けて！（８）カンキツ産地の維持・活性化に向けて！（８）カンキツ産地の維持・活性化に向けて！（８）カンキツ産地の維持・活性化に向けて！    

～栽培技術向上と新品種定着に向けた取り組み～～栽培技術向上と新品種定着に向けた取り組み～～栽培技術向上と新品種定着に向けた取り組み～～栽培技術向上と新品種定着に向けた取り組み～    

 

【【【【対象の概況対象の概況対象の概況対象の概況】】】】    

  ○ＪＡ糸島柑橘部会  １２６戸  ８９.５ha 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

  糸島地域のカンキツ産地は、高齢化の進展や単価の低迷などにより、所得の減少

や産地規模の縮小が続いています。 

  そこで、産地の維持・活性化に向け、農家の今後の経営目標の設定はもとより、

高品質果実の栽培技術向上や新品種の導入・定着に向けた取り組みを進めました。 

【活動の内容】【活動の内容】【活動の内容】【活動の内容】    

（１）担い手農家の経営目標設定 

  ○今後５年間の栽培面積や品種構成目標策定を支援 

（２）高品質果実（高畝栽培等）の栽培技術向上 

  ○栽培管理徹底のため、個別巡回指導や栽培講習会、現地互評会を実施 

  ○定期的に実施する果実品質の分析・診断結果をもとに、きめ細かく栽培管理技

術を個別指導 

（３）新品種の導入・定着 

  〇新品種比較展示ほの設置、調査、検証 

  〇農家を交えた展示ほの現地評価会を実施 

【活動の成果】【活動の成果】【活動の成果】【活動の成果】    

（１）担い手農家の経営目標設定 

  〇全戸のカンキツ農家が経営目標を設定。今後、目標の着実な実施を支援します。 

（２）高品質果実（高畝栽培等）の栽培技術向上 

  〇きめ細かな技術指導により、生産量安定や秀品率向上が図られました。 

  〇部会員相互のほ場巡回を通じ農家の意識も一層高まり、管理技術が向上しまし

た。 

（３）新品種の導入・定着 

  〇新たに、「北原早生」「南津海」を 1.2ha 導入。次作の更なる普及を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

      （優良品種への改植）         （高品質果実（高畝栽培）の生産） 

（取組期間:平成 21年度～23年度） 



 

（先進技術調査） 

 

（透湿性マルチ実証ほ） 

（９）｢とよみつひめ｣の産地拡大を目指して！（９）｢とよみつひめ｣の産地拡大を目指して！（９）｢とよみつひめ｣の産地拡大を目指して！（９）｢とよみつひめ｣の産地拡大を目指して！    

～～～～新規栽培者の確保や安定生産に向けた取り組み新規栽培者の確保や安定生産に向けた取り組み新規栽培者の確保や安定生産に向けた取り組み新規栽培者の確保や安定生産に向けた取り組み～～～～    

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 

○JA糸島イチジク部会     ７名 ６５ａ 

  ○JA筑紫イチジク研究会   １３名 ５７ａ 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

これまでにない強い甘味と、優れた食感が特長の 

「とよみつひめ」の産地拡大が急がれる中、栽培 

技術や経営力の向上が急務となっています。 

そこで、収穫適期の見極めなど栽培管理技術の向 

上や更なる経営改善に向けた取り組みを進めまし 

た。 

 

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】    

（１） 既存栽培者に対し、「とよみつひめ」の生育況 

等を見極めながら、現地実践講習会を実施 

（２） 新規栽培者に対し、品種特性や収益性、栽培管 

理等の講習会を実施 

（３）収穫適期等を見極めた栽培管理徹底のため、個

別巡回指導や現地検討会を実施 

（４） 降雨後の収穫果実の品質向上に向け、透湿性マ 

ルチ実証ほを設置、調査、検証 

 

【活動【活動【活動【活動のののの成果】成果】成果】成果】    

（１）栽培面積は、平成２０年の１２２ａから２２６ａと大幅に増加しました。 

（２）ＪＡ福岡市とＪＡ糸島は、部会でエコファーマー認証を取得しました。 

   ※参考 

平成 20年 平成 23年     

生産者数 栽培面積 生産者数 栽培面積 

備考 

JA 糸島      7戸  65ａ  8 戸    100a     

JA 筑紫      13 戸  57ａ 12 戸    106a    ﾊﾟｯｹｰｼﾞｾﾝﾀｰ方式 

JA 福岡市        －－－－            －－－－     2 戸     20a        

合 計   20戸  122ａ 19戸 226a     

 

（取組期間：平成 21年度～23年度）   



（１０）食品残さの飼料化を目指して！（１０）食品残さの飼料化を目指して！（１０）食品残さの飼料化を目指して！（１０）食品残さの飼料化を目指して！    

～～～～養豚経営におけるエコフィード利用に向けた取り組み養豚経営におけるエコフィード利用に向けた取り組み養豚経営におけるエコフィード利用に向けた取り組み養豚経営におけるエコフィード利用に向けた取り組み～～～～    

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

〇ＪＡ糸島養豚部会 １７戸  ２０,９５７頭 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

飼料価格の上昇や市場価格の低迷により、養豚経営の収益性が低下する中、飼料

代など生産コストの低減が急務となっています。 

そこで、飼料基盤の安定化と飼料費削減に向け、食品残渣などエコフィードの利用

に向けた取り組みを進めました。 

    

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】    

（１） エコフィード利用システム構築 

  ○利用に向けた関係機関等との協議 

   の場づくり     

○地域で食品残渣発生量を調査 

○事業化に係る検討会を開催 

（２）エコフィード利用効果の実証･啓発 

○エコフィード給与による肥育実証 

試験の実施、検証 

○試験豚の食味官能試験を実施 

○上記試験結果に基づいたエコフィ 

ード利用効果を養豚部会へ啓発 

    

【活動【活動【活動【活動のののの成果】成果】成果】成果】    

（１） エコフィード利用システム構築 

〇エコフィード協議会（糸島市･JA･ 

  九大･事業者･普及指導ｾﾝﾀｰ）を設立 

〇地域における食品残渣の発生量な 

ど事業化に向けた種々課題が明ら 

かとなり、今後、課題解決に向け 

た取り組みを着実に進めます。 

（２）エコフィード利用効果の実証･啓発 

○肥育成績や食味を損なうことなく、    （エコフィード給与による体重の推移） 

飼料費を削減できました。          

○エコフィード利用に対する農家の関心が高まり、今後の利用促進に向け弾みがつ

きました。            

（取組期間：平成 22年度～24年度） 
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２２２２    各種表彰の紹介各種表彰の紹介各種表彰の紹介各種表彰の紹介    

 

（１）（１）（１）（１）表彰名：福岡県農業指導功労者表彰表彰名：福岡県農業指導功労者表彰表彰名：福岡県農業指導功労者表彰表彰名：福岡県農業指導功労者表彰    

○ 受賞者名：藤富幸氏（福岡市､写真左） 

○ 活動の概要： 

  平成５年から指導農業士として、農業後継者 

 の育成に務めるとともに、19年からは、県就農 

サポーターとして日常的にインターネットによ 

る新規就農希望者等の相談に応じています。長 

年にわたる新規就農者の育成を積極的に行った 

ことが高く評価されたものです。 

                           

（２）（２）（２）（２）表彰名：表彰名：表彰名：表彰名：福岡県農業協同組合中央会会長賞福岡県農業協同組合中央会会長賞福岡県農業協同組合中央会会長賞福岡県農業協同組合中央会会長賞    

          （平成 23年度福岡県優良担い手表彰事業） 

○ 受賞者名：農事組合法人桜花の郷（糸島市） 

○ 経営内容：水稲 31.7ha、麦 21.1ha、大豆 12.6ha、飼料用稲 8.6ha 

○ 活動の概要： 

 水稲＋麦＋大豆＋農作業受託の土地利用型 

法人で、地区別に水稲の品種統一を行うととも 

に、麦・大豆のブロックローテーションに取り 

組んでいます。収益性向上に向けた商品開発に 

も取り組み、19年度からは独自ブランド米と 

して「桜花の郷」を消費者へ直接販売しています｡ 

今回の受賞は、地域農業の維持・発展に向けて 

モデル的な法人経営を行い、地域に対する貢献 

度も高いことなどが高く評価されたものです。 

 

（３）（３）（３）（３）表彰名：優秀賞表彰名：優秀賞表彰名：優秀賞表彰名：優秀賞    

           （福岡県農林水産祭：産物の部） 

○ 受賞者名：中島秀虎氏（福岡市） 

○ 経営内容：水稲 9.9ha、小麦 7ha 

○ 活動の概要： 

地域の環境保全型農業の先駆者として、アイガ

モ農法など無農薬・無化学肥料栽培に取り組むと

ともに、地元の商工会とも連携し、地域おこしを

目的とした「主船寺倶楽部」を設立。「がめ煮米

粉パン」の生産から販売まで行うなど、地域の活

性化にも大きく貢献したことが高く評価されたものです。  



（４）（４）（４）（４）表彰名：最優秀賞（個人の部）表彰名：最優秀賞（個人の部）表彰名：最優秀賞（個人の部）表彰名：最優秀賞（個人の部）    

（福岡県麦作共励会）        

○ 受賞者名：萩尾彰一氏（筑紫野市）    

○ 経営内容：小麦 11.3ha はだか麦 3.2ha 

○ 活動の概要： 

  大型機械を駆使した大規模経営に取り組 

むとともに、基本技術の忠実な励行により 

高品質・高収量につながったことが高く 

評価されたものです。 

 （10ａ当たり収量、ﾁｸｺﾞｲｽﾞﾐ：409.6kg、      （萩尾氏）   （藤井氏） 

ｲﾁﾊﾞﾝﾎﾞｼ：280.4kg） 

 

 

（５）（５）（５）（５）表彰名：最優秀賞（集団の部）表彰名：最優秀賞（集団の部）表彰名：最優秀賞（集団の部）表彰名：最優秀賞（集団の部）    

（福岡県麦作共励会） 

○ 受賞者名：農事組合法人西小田代表 藤井義種氏（筑紫野市） 

○ 経営内容：小麦 19.9ha はだか麦 10.8ha 

○ 活動の概要： 

   麦の収量・品質を安定させるため、稲わら交換を通じ堆肥２t/10a を毎年散布。

また、土壌分析結果をもとに土壌改良資材を 3 年で全ほ場に散布するなど、土づ

くりに力を入れるとともに、適期作業の着実な励行により、高品質・高収量につ

ながったことが高く評価されたものです。 

（10ａ当たり収量、ﾁｸｺﾞｲｽﾞﾐ：408.3kg、ｲﾁﾊﾞﾝﾎﾞｼ：373.3kg） 

 

 

（６）（６）（６）（６）表彰名：九州農政局長賞表彰名：九州農政局長賞表彰名：九州農政局長賞表彰名：九州農政局長賞    

    （福岡県花き品評会：産物の部） 

○ 受賞者名：高田和義氏（糸島市） 

○ 経営内容：バラ 30a 

○ 活動の概要： 

バラを栽培して 24年。病害虫の発生に 

対して常に早期発見・防除を心がけるなど、 

品質向上に努めています。受賞品種「アマ 

ダ」を、大輪でボリュームのある花に仕上 

げるなど、品種の特性を活かした栽培を確 

立したことが評価されたものです。今後も出荷本数が多く、高単価が見込める品種

の導入により、売り上げ増を目指すと意気盛んです。 

 

 



（７）（７）（７）（７）表彰名：福岡県知事賞表彰名：福岡県知事賞表彰名：福岡県知事賞表彰名：福岡県知事賞    

      （福岡県花き品評会：技術・ほ場の部） 

○ 受賞者名：三苫 正憲氏（糸島市） 

○ 経営内容：小ギク 60a 

○ 活動の概要： 

ＪＡ糸島観音小菊共撰出荷組合長として、部会

を引っ張っています。肥培管理や水管理、病害虫

防除などに十分気を配るなど、高品質の小菊を出

荷しています。受賞品種「花絵」を、病害虫の発

生が無く、ボリュームがあり、開花や草丈の揃い

を良好に仕上げたことが高く評価されたもので

す。 

 

（８）（８）（８）（８）表彰名：福岡県知事賞表彰名：福岡県知事賞表彰名：福岡県知事賞表彰名：福岡県知事賞    

（福岡県花き品評会：農産物の部） 

○ 受賞者名：池 澄（福岡市） 

○ 経営内容：ｺﾁｮｳﾗﾝ 2,840 ㎡、ｲﾁｺﾞ狩園 1,580 ㎡ 

○ 活動の概要： 

平成２年、高収益園芸を目指してイチゴから 

コチョウランに経営を切り替えました。 

 コチョウランの育種も行ない、これまでに、 

２品種を登録、４品種を出願中です。今回の受賞は、自 

ら育成した品種「池葵の上」を、これまでにない明るい 

色彩の赤大輪に仕上げたことが高く評価されたものです。 

 

 

（９）（９）（９）（９）表彰名：優秀賞表彰名：優秀賞表彰名：優秀賞表彰名：優秀賞    

      （福岡県農林水産まつり農林水産賞：園芸の部） 

○ 受賞者名：ＪＡ福岡市 能古柑橘部会 

○ 構  成：部会員数 22名 

○ 活動概要： 

昭和 32 年に部会設立。甘夏・日向夏 



 

    

（１０）（１０）（１０）（１０）表表表表彰名：農林水産大臣賞彰名：農林水産大臣賞彰名：農林水産大臣賞彰名：農林水産大臣賞（第 35回九州管内系統和牛枝肉共励会） 

○ 受賞者名：(有)三宅牧場（代表：三宅静代氏、筑紫野市） 

○ 経営内容：肥育牛 320 頭 

○ 活動の概要： 

九州管内枝肉共励会個人の部で金賞を受賞（本県では 32 年ぶり）。日ごろの飼養

管理技術の研究が実を結んだもので、良好なサシの入った大きなロース芯を有する枝

肉の生産技術が高く評価されたものです。また、夫の貞行氏は県肉用牛生産者の会会

長を務めるなど、博多和牛生産振興のリーダーとして活躍しています。 

※ 受賞枝肉（枝肉重量 504.4kg、格付 A5、ロース芯面積 75㎠、BMS(脂肪交雑)12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）（１１）（１１）（１１）表彰名：農林水産省生産局長賞表彰名：農林水産省生産局長賞表彰名：農林水産省生産局長賞表彰名：農林水産省生産局長賞（第６３回日本酪農研究会） 

○ 受賞者名：藤野和有基氏（那珂川町） 

○ 経営内容：乳牛 136 頭 

○ 活動の概要： 

若い後継者として優れた技術力で高乳量を維持するとともに、堆肥の生産販売に

も力を入れ、高収益を実現しています。また、地域との絆を重視したコントラクタ

ー筑紫の設立・運営の取り組みなどが高く評価されたものです。 

※ コントラクター筑紫：飼料作物や飼料稲の収穫作業を受託し、活動範囲を那珂川町以外 

にも広げるなど、県全域で活動中。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）普及活動推進体制（２）普及活動推進体制（２）普及活動推進体制（２）普及活動推進体制    

       地域係長  地域（４人） 津留嘉成  

       山野尚子   宮崎昌宏  

             白水奈津子  

    地域振興課長    （男女共同参画）    廣瀬美里  

            庶務（１人） 原 鈴子  

    岩室すづ香         

              

         水田農業係長  水田農業 西村光代  

         小林修司  （４人） 吉田博孝  

        （普及情報）     今池誠子  

        （農業機械）    立石信峰  

             

        野菜係長  野菜（４人） 菅根真一郎  

 センター長   野菜花き課長   小野剛士     満田幸恵  

                小賦あずさ  

 若菜幹彦   白水  光    （病害虫）    田中睦子  

                  

              

              

         花き係長   花き（３人） 安部智子  

        花田 譲    冨田奈央子  

        （土壌肥料）    中村理恵  

             

        果樹係長   果樹（２人） 井上眞一  

    果樹畜産課長    内田茂義    矢山美晴  

          （鳥獣害）       

    黒石高秋         

              

        畜産係長   畜産（２人） 渡邉美佐江  

       勝屋 徹    宮川  創  

       （環境保全）      

            

        （  ）内は窓口担当   
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